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厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
分担研究報告書 

福岡県朝倉二次医療圏における肝炎検診促進事業に関する研究 

研究分担者：上野 隆登 朝倉医師会病院・病院長 

 

研究要旨：私共は福岡県朝倉二次医療圏において約1年間肝炎検診促進事業の取組を行って

きた。具体的には、昨年1月佐賀大学、久留米大学、地元朝倉医師会の協力を得、福岡県南、

まずは朝倉医療圏での肝炎検診促進事業の普及を目的とした。その後、地元の北筑後保健

福祉環境事務所・朝倉市・筑前町・東峰村・朝倉医師会病院の関係者が集い肝炎検診促進

会議を開催し肝炎検診促進に向けた活動計画を立てた。3月、同医療圏の肝炎検診促進の研

修会を開催し、その意義の共有化を図った。4月からの市町村の健康診断実施に併せて肝炎

検診の促進を図った。7月には厚生労働省「知って、肝炎プロジェクト」チームの表敬訪問、

並びに肝炎検診住民の集いも開催し、住民に肝炎検診の重要性を訴えた。その結果、10月

末時点で受検者数、健診受診者に対する肝炎検診受診者比率ともに昨年度より著明に増加

した。ここ1年間の取組により、住民への肝炎検診の浸透が図られた。今後、肝がん撲滅の

ため肝炎検診受診率の向上、並びに精密検査対象者の100%肝炎専門医療機関への受診の促

進が重要と思われた。 

 
Ａ．研究目的 
肝炎、肝硬変、肝細胞癌多発地区である福岡県朝
倉医療圏における住民の肝炎健診受診の促進を図り、
早期発見、早期治療を促し、肝細胞癌の撲滅を目指
す。 
 
Ｂ．研究方法 
北筑後保健福祉環境事務所・朝倉市・筑前町・東
峰村・朝倉医師会病院の関係者が集い肝炎検診促進
会議を開催し肝炎検診促進に向けた活動計画を立て
た。 
3月、同医療圏の肝炎検診促進の研修会を開催し、
その意義の共有化を図った。5月からの市町村の40歳
以上の健康診断実施に併せて肝炎検診の促進を促し
た。7月には厚生労働省「知って、肝炎プロジェクト」
チームの表敬訪問、並びに肝炎検診住民の集いも開
催し肝炎検診を促した。本年10月までの健診対象人
口に対する肝炎検診者の比率を算出し、平成22年度
からの比率とも比較した。 
（倫理面への配慮） 
解析にあたり対象者には番号を振り匿名化を図り
個人情報の流用を避け、人権への配慮と個人の不利
益を排除した。 
 
Ｃ．研究結果 
平成21年度から福岡県がはじめた、「肝炎ウイル
ス総合対策事業」の開始翌22年から朝倉医療圏にお
ける肝炎検診者の対象住民人口比率の推移は、平成
23年から増加傾向となり、本年度は10月末時点で昨
年度の受診者数、比率ともに著明に増加した（表1）。 

 
 
 
 
 
 
 
Ｄ．考察 
昨年1月から朝倉医療圏における肝炎検診の重要
性を住民、医師、行政に訴え、かつ「知って、肝炎
プロジェクト」チームの地元自治体への訪問の後押
しもあり、前年度までの肝炎検診受診者、受診率も
大幅に飛躍した。今後、肝がん撲滅のため肝炎検診
受診率の向上、並びに精密検査対象者の100%肝炎専
門医療機関への受診の促進が重要と思われた。 
 
Ｅ．結論 
ここ1年間の取組により住民への肝炎検診が浸透
し、かつ今後の肝炎検診の継続、並びに精密検査対
象者の100%受診の促進が重要と思われた。 
 
Ｆ．健康危険情報 なし 
 
Ｇ．研究発表 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。）
なし 
1. 特許取得 なし、2. 実用新案登録 なし 
3. その他 なし 
協力団体：北筑後保健福祉環境事務所、朝倉市、筑前町、東峰村、

朝倉医師会、久留米大学消化器内科、佐賀大学肝疾患医療支援学 

 


